
第二種郵便物認可

2種類のタンパク質
臓器正常に保つ働き

慢
性
臓
器
不
全

治
療
に
光

信
大
大
学
院
医
嘗
糸
研
究
科

（松
本
市
）
の
新

藤
隆
行
教
授
（４６
）
＝
循
環
病
態
学
＝
ら
の
研
究
チ

ー
ム
は
１５
日
、
体
内
の
タ
ン
パ
ク
質
２
種
類
が
臓

器
を
正
常
に
保
つ
上
で
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る

こ
と
を
突
き
止
め
た
と
発
表
し
た
。
こ
れ
ら
が
き

ち
ん
と
働
か
な
い
と
血
管
の
構
造
が
崩
れ
、
心
不

全
や
肝
不
全
と
い
っ
た

「慢
性
臓
器
不
全
」
に
つ

な
が
る
た
め
、
働
き
を
高
め
る
薬
を
作
り
、
予
防

や
治
療
に
つ
な
げ
る
考
え
だ
。

２
種
類
は
、
血
管
を
広
げ
た
り

新
た
に
作

っ
た
り
す
る
働
き
が
あ

る

「
ア
ド
レ
ノ
メ
デ

ュ
リ
ン

（Ａ

ランプ2が働かす慢性
器不全が起きる仕組み

(血管内皮綱胞 )

線維が消失して細胞が変形

↓
血管の壁が破綻
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f

れ
た
白
血
球
が
周
り
に
炎
症
を
引

き
起
こ
し
、
心
臓
や
肝
臓
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
臓
器
で
慢
性
臓
器
不
全

に
つ
な
が
る
こ
と
が
分
か
っ
た
＝

図
。新

藤
教
授
は

「タ
ン
パ
ク
質
の

働
き
を
高
め
る
化
合
物
や
抗
体

（特
定
の
異
物
に
結
合
す
る
タ
ン

パ
ク
質
）
を
見
つ
け
れ
ば
慢
性
臓

器
不
全
の
治
療
に
つ
な
が
る
。
５

年
後
を
目
標
に
実
用
化
し
た
い
」

と
し
、
タ
ン
パ
ク
質
の
働
き
を
高

め
る
薬

の
研
究

を
始

め
た
と
し

た
。
研
究
成
果
は
医
学

誌

「サ
ー

キ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

（電
子
版
）

な
ど
に
発
表
し
た
。

Ｍ
）
」
と
、

Ａ
Ｍ

が
結

合
す

る

細
胞

の

膜
表
面
に
あ
る
受
容
体

の
働

き
を

調
節
す
る

「ラ

ン
プ

２
」
。
新
藤
教
授
ら
は
こ
れ
ま
で

に
、
Ａ
Ｍ
と

ラ
ン
プ
２
に
血
管

の
構
造
を

安
定
化
さ
せ
る
働
き

が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

た
。今

回
、
特
殊
な
遺
伝
子
改
変
で

ラ
ン
プ
２
が
作
ら
れ
な
く
な

っ
た

マ
ウ
ス
で
調
べ
た
結
果
、
血
管
の

内
側
に
あ
る
内
皮
細
胞
の
骨
格
を

作
る
線
維
が
消
え
、
細
胞
が
血
管

の
壁
か
ら
は
が
れ
る
な
ど
し
、
血

管
の
構
造
が
破
綻
。
そ
こ
か
ら
漏

住
宅
の
除
染

完
了
は
２３
％

福
島
除
く
７
県
で
調
査

塞

曇

「
は
‐５
日
、
墓

示
電
力
福

島
第
１
原
発
事
故
に
伴
い
市
町
村

が
除
染
を
進
め
る
東
北
、
関
東
地

方
の
７
県

（福
島
県
を
除
く
）
を

対
象
に
、
昨
年
１２
月
末
時
点
の
除

染

の
選

曙

状
況
を
発
表
し
た
。

具
体
的
な
除
染
の
予
定
が
決
ま

っ

た
住
宅
約
１０
万
４
千
戸
の
う
ち
、

作
業
が
終
了
し
た
の
は
２３
％
に
と

ど
ま

っ
た
。
農
地
も
予
定
の
２６
％

の
み
で
、
森
林
で
終
了
し
た
の
は

ご
く

一
部
だ

っ
た
。

昨
年
■
月
に
公
表
し
た
８
月
末

現
在
の
集
計
に
続
き
２
回
目
。
環

境
省
は

「自
治
体
ご
と
に
事
情
が

異
な
り
傾
向
は
つ
か
み
に
く
い
」

と
説
明
し
て
い
る
。

住
宅
は
予
定
数
１０
万
３
７
１
３

戸
の
う
ち
４２
％
で
業
者
に
発
注
を

終
え
た
が
、
作
業
終
了
は
２
万
３

７
６
２
戸
。
前
回
調
査
時
か
ら
終

了
数
は
約
７
千
戸
増
加
し
た
が
、

予
定
数
も
約
９
千
戸
増
え
た
。

３４
施
設

休
廃
上
の
意
向

老
朽
タ
ン
ク
改
修
義
務
化
で

)また金の延べ板

漏
油
事
故
に
よ
る
土
壊
汚
染
を

防
ぐ
た
め
、
消
防
庁
が
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
に
義
務
付
け
た
老
朽
地

下
タ
ン
ク
の
一収
修

・
交
換
に
対
応

で
き
な
い
な
ど
と
し
て
、
県
内
の

３４
施
設
が
休
犀
上
の
意
向
を
示
し

て
い
る
こ
と
が
１５
日
、
県
消
防
課

り
、
休
廃
止
施
設
は
増
え
る
可
能

性
も
あ
る
。

消
防
庁
は
、
設
置
か
ら
４０
年
以

上
た
っ
た
地
下
タ
ン
ク
な
ど
の
改

修
を
事
業
者
に
義
務
化
。
未
対
策

の
事
業
者
は
タ
ン
ク
の
使
用
許
可

が
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宮
城
県
石
巻
市
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど

２
カ
所
に
今
月
上
旬
、
金
の
延
べ
板
６

枚

（計
４
窮
、

時
価
計
約
２
千
万
円
相
当
）
が
そ
れ

ぞ
れ
２
回
に
わ
た

っ
て
郵
送
で
届
い
た
こ
と
が
１５
日
、

分
か

っ
た
。
い
ず
れ
も
匿
名
で
、
「長
野
中
央
」

「長

野
東
」
と
長
野
市
内
の
郵
便
局
の
消
印
が
押
さ
れ
て

い
た
。

石
巻
市
で
は
今
月
８
日
、
石
巻
魚
市
場
に
長
野
市
か

ら
匿
名
で
、
１
窮
の
金
の
延
べ
板
２
枚

（時
価
計
約
１

千
万
円
相
当
）
が
届
い
て
い
る
。

今
回
届
い
た
の
は
、
被
災
地
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人

「石
巻
復
興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
、
石
巻
市
ゆ

か
り
の
渥
国
家
石
ノ
森
章
太
郎
さ
ん
の
作
品
を
展
示
す

る
「石
ノ
森
蔓
国
館
」
を
運
営
す
る
第
ニ
セ
ク
タ
ー

「街

づ
く
り
ま
ん
ぼ
う
」
。

ま
ん
ぼ
う
社
に
よ
る
と
、
２
月
４
日
ご
ろ
に
５
０
０

イ
の
延
べ
板
２
枚
、
７
日
ご
ろ
に
１
％
の
延
べ
板
１
枚

が
届
い
た
。
封
筒
な
ど
に
は

「支
援
金
」

「支
援
品
」

と
書
か
れ
て
お
り
、
手
紙
な
ど
は
同
封
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
西
條
允
敏
社
長
（６８
）
は

「感
謝
の
気
持
ち
で
い

所に2000万円相当

ッ トワー ク」に郵送
:内の 郵 便 局 の 消 印

宮城 県石 巻 市

県
内
空
間

県
環
境
部
は
“

所
で
測
定
し
た
売

発
表
し
た
＝
図
。

の
県
環
境
保
全
亜

上
１５
眉
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１４
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空間放射線量の最大値の推移
(平日発表)
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